
第 14 回国立国会図書館契約監視委員会議事概要 

開催日及び場所 平成 27年 3月 25日（水）午前 10時～午前 11時 40分 

国立国会図書館総務課第二会議室 

委員長及び委員 委員長 山口 俊明（公認会計士） 

委 員 本田  実（城西国際大学経営情報学部教授） 

委 員 山本  清（東京大学大学院教育学研究科教授） 

審議対象契約期間 平成 26年 4月 1日～平成 27年 1月 31日 

指名停止の運用状況 なし 

抽出事案（件） 5 （備考）事案総数 173件 

  競争入札（物品役務）（件） 
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・契約件名：国立国会図書館調査及び立法考査局情報システム

の保守 1式 

・契約相手方：株式会社日立ソリューションズ 

・契 約 金 額：34,363,224円 

・契約締結日：平成 26年 4月 1日 

・担 当 部 局：総務部会計課 

   ・契 約 件 名：国立国会図書館関西館資料搬送設備の保守 1 式 

・契約相手方：株式会社 IHIロジテック大阪サービスセンター 

・契 約 金 額：38,076,480円 

・契約締結日：平成 26年 4月 1日 

・担 当 部 局：関西館総務課 

  随意契約（物品役務）（件） 3 

 

 

 

 

・契 約 件 名：国立国会図書館国会関連システムの導入・改修・

移行作業 1式 

・契約相手方：株式会社日立ソリューションズ 

・契 約 金 額：168,480,000円 

・契約締結日：平成 26年 4月 9日  

・担 当 部 局：総務部会計課 

・契 約 件 名：業務基盤システムの改修作業 1式 

・契約相手方：株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 

・契 約 金 額：17,033,976円 

・契約締結日：平成 26年 8月 26日  

・担 当 部 局：総務部会計課 

・契約件名：ネットワークシステム更新に係る国立国会図書館

ネットワークシステム（NDLNET4）の対応作業 

・契約相手方：株式会社日立製作所 

・契 約 金 額：2,698,920円 

・契約締結日：平成 26年 12月 19日  

・担 当 部 局：総務部会計課 

委員からの意見・質問、それに対

する回答等 

別紙のとおり 

委員会による意見の具申又は勧告 なし 

抽出委員の選出 山本委員を次回の抽出委員に指定した。 
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別紙 

意見・質問 回答等 

【国立国会図書館調査及び立法考査局情報システ

ムの保守 1式】 

【国立国会図書館国会関連システムの導入・改修・

移行作業 1式】 

 

情報システム開発の際に、他の業者が応札でき

るようにしておく必要がある。そのためには、シス

テムの保守業者に渡すドキュメントを納入物品と

して作成させるべきである。具体的には要件定義

書及びそれに対応する外部設計書、外部設計書と

プログラムの対応関係がわかるものが該当する。 

 

御意見を参考にして、複数の業者の応札が見込

まれるように引き続き努力したい。 

【国立国会図書館関西館資料搬送設備の保守 1

式】 

 

作業内容が前年度と同じであるならば、業者に

遠慮せずに安くするよう働きかけるべきである。

また、他の業者が参加できるようなドキュメント

を作らせるようにするべき。 

 

御意見を参考にしたい。 

【業務基盤システムの改修作業 1式】  

ＡＬＥＰＨを採用することでコストを削減でき

たか？ 

 

ゼロから開発した前システムに比べて、開発費

用も保守費用も大幅に削減できている。 

【ネットワークシステム更新に係る国立国会図書

館ネットワークシステム（NDLNET4）の対応作業】 

 

クラウド化などの検討はしているか？ 平成 27年度に、仮想化環境を活用したハードウ

ェア集約の実施を予定している。 

「政府情報システムの整備及び管理に関する標

準ガイドライン」は意識しているものか？ 

 

国立国会図書館は行政府ではないが、意識して

参考にしながら進めてきている。 

【その他】  

ＳＬＡ（Service Level Agreement）は交わして

いるか？ 全てでなくてよいが、重要なものにつ

いてはＳＬＡを導入したほうが、事後に保守の達

成度が検証できる。ＳＬＡについてＣＩＯ補佐官

に相談したほうが良い。 

 

開発及び保守ではサービスレベルを仕様に入れ

ているが、それのみを切り離して別途アグリーメ

ントにはしていない。ＣＩＯ補佐官と相談してよ

り良い形にできればと思う。 
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